
と
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
鳴
久
者
評
判
記
」
は
幕
末
に
流
行
し
た
悪
摺
の
評
判
記
で
、
役
者
評
判
記
の
体
裁
に

倣
っ
て
い
る
。
本
書
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
三
題
噺
作
者
評
判
記
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら

は
そ
の
名
の
通
り
、
三
題
噺
の
作
者
の
評
判
記
で
あ
る
。
悪
摺
は
そ
の
当
時
の
文
壇
や
戯
作
者
と
パ
ト
ロ
ン
の
関
係
を
知
る
た
め
の
重
要

な
資
料
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
少
な
く
、
『
年
報
」
十
六
号
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
掲
載
「
調
査

報
告
五
十
『
十
六
画
漢
悪
縁
起
』
影
印
と
解
題
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
評
判
記
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
悪
摺
は
現
存
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
関
連
資
料
も
少
な
く
、
そ
の
解
読
に
は
多
く
の
困
難
を
伴
う
が
、
幕
末
の
文
壇
研
究
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
資
料
で

坐
掘
》
フ
（
》
０

『
鳴
久
者
評
判
記
』
は
活
字
本
と
し
て
徳
川
文
芸
類
聚
第
十
二
『
評
判
記
』
（
国
耆
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
、
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
ふ
り
が
な
が
省
略
さ
れ
、
位
付
け
等
に
も
多
少
問
題
が
あ
る
の
で
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
を
底
本
と
し
て
、
影
印

調
査
報
告
八
十
四「

鳴
久
者
評
判
記
」

ｌ
影
印
と
書
誌
解
題
Ｉ

佐
藤

悟
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八十四 ｢鳴久者評判記」－影印と言誌解題一

体
裁

構
成

外
題

内
題

目
録
題

柱評
者

校
訂

案
元

備
考

悪
文
字
屋
悪
左
衛
門

「
評
者
」
「
校
訂
」
と
し
て
二
名
の
名
が
目
録
と
巻
末
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
八
文
字
屋
板
の
役
者
評
判
記
に
倣
っ
た

も
の
で
、
実
際
の
作
者
は
仮
名
垣
魯
文
の
可
能
性
が
高
い
。
本
文
二
十
九
丁
裏
に
「
案
元
」
と
あ
る
の
が
板
元
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
も
役
者
評
判
記
に
倣
っ
た
仮
託
で
あ
る
。
ま
た
目
録
二
丁
表
に
「
版
元
」
と
し
て
「
伝
馬
町
壱
丁
目
足
立
徳
三
郎
／
松
田
町

二
丁
目
染
谷
藤
七
／
佐
賀
町
三
丁
目
白
縫
功
助
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
悪
摺
の
版
元
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
版

元
は
白
縫
功
助
こ
と
広
岡
屋
幸
助
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
注
釈
は
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

悪
文
舎
他
笑

善
哉
亭
夢
窓

「
蕊
鳴
久
者
評
判
記
惣
目
録
」

「
鳴
久
者
目
」
「
悪
者
」

「
鴫
久
者
評
判
記
」

横
本
一
冊
。
黒
色
表
紙
。
縦
十
・
六
糎
、
横
十
五
八
糎
。

目
録
六
丁
。
本
文
二
十
九
丁
、
挿
絵
三
図
（
四
裏
・
五
表
、
十
二
表
．
十
二
表
、
十
八
裏
．
十
九
表
）
。

「
鼈
鳴
久
者
評
判
記
全
病
名
尽
見
立
」
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(表紙）

蕊 識辮霞識鐸蕊識繍鼻議蕊溌譲蕊"』鞭

…
ｉ

ｉ
…
§

I

(目1オ）
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零

；
■

斑
睦
弾
唖
需
麗
購

爵
…
：

識
諄

；
識患鍵篭総識蔑織

(目1ウ）

：
11

1

i;

職

(目2ウ）
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卿
刺
４
４
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
冊
■
判
１
１
１
１
Ｔ
Ｉ
１
ｆ
４
９
１
１
β
６
０
ｑ
１
ｄ
２
３
Ｉ
鯉
ｆ
１
弘
ｆ
Ｆ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
卜
４
１
恥
ｌ
１
１
１
１
１
１
ｉ
１

Ｅ
？
紗
？
卸
一
一
侶

蕊
式
婆
書
■
■
■
潅
鑿
溌
謬
典

＆

誌

奮
啄
誘
圖
深
谷
蕊
を

!

種

王
塞
雀
函

一
旧
鞍
…
鍬
蕊
患

圭
金
〆
鐡
礎
ら
錘

↓
潅
惑
３
穂
漁
織
巌
埼
グ
４
溌

準
列
？

永
斑
り
み
漁
慰
捗
含
ｊ
鍛
嬢

上
ふ
：

：
逢
恐
甥
も
》

■
な
辱
奉

皐
皐
ふ
畢
雀
画

》

’

測
轆
設
蝿
簿
伊
鈩
鴎
洋
易
剥
．
画
一

琴

(目3オ）
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１

Ｐ
出
撚
謬
Ｐ
吟

杢
稽
絹
雲
墨
攪
礎

工
参
画
醒
酔
談

大
鍔
灘
臘
糸
紳
職
麦
翻

《
一
裳
之
織
八
番
乗
組

今
公
エ
坐
牽
向
風
“
灸
そ
う
溌
塔
零
輯

サ
７
輝
き
ご
ク
ー
ク
沁
釧
勘
１
１
１
今
今
人
心
鈴
影

士
書
暑
塾
競

為
動
〃
ど
篭
で
易
侭
怠
砿
娩
溺

上
上
書
婁
久
議

勉
れ
ぁ
ど
愈
噂
了
い
塵
の
虚

上
ぶ
書
童
〃
字
か
処
織

や
ワ
ソ
、
シ
勿
玲
泌
承
２
？
；
い
ち
参
，
の
歯

：
§
‐

ｌ
ｉ
１

一
凶

(目3ウ）

：
ロ
ロ

1
牽 諏

I

(目4ウ）
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謹
篭
蕊
讓
覺
司

息
鼠
承
？
坐
鋺
影
繩
Ｋ
Ｙ
鋤
澪
冬
鰯
溌
礎
緯
鐙
癖

：
録
曇
尋
套
言
壺
座
壱
母
訶
密
必
軍
蛎
皐
舞
《
》
》
畢
珂
Ｊ
丑
》
、
一
一
Ｊ
歴
三
Ｆ
臼
競
日
一
ゞ
諏
奉
心
口

鞭
ん
今
，
と
い
き
憾
施
謬
私
愈

進
、
？
口
■
鋤

；
爵
負
鴬
…

上
上
蝿
あ
き
な
患
＆

Ｉ
毒
や
胃
泳
癒
議

圭
遥
閻
擢
譲
蕊
会

薄
ら
参
学
，
劇
愈
令
典
臓
つ
～
〃
金
癖

童
、
口
■
己
譲
？
臼
懇
■
Ｉ
Ｆ
鰯
ロ
ー

唾
瞬
塞
《
唾
》
》
奉
澪
淘
露
潭
瘤
函
舜
‐
‐
‐
馥
歯
評
禮
巾
‐
繩
。
、

一
跨
藷
…

；

蕊
韓

I

(目4オ）

認

篭
蕊
読
蕊
↑

‐
ｆ
亘
晶

鍛
謹
一
ゞ
農

露
露

躍
ｒ
心
‐
王

蕊
一
言
《

五
画

学
。
。
、
、
．
…
雛
“

鴨
”
・
》
・
爵
饒

汽
痔
一
鍵

顕
鶴
》
．
．
》
・
》
蝿
挺

榊
‐
栂
干
岼
》
》
王
士
電
・
帳
》
ず

⑤
‐
に
も
ゴ
』
町
、

密
ざ
熟

玲
ｊ
ｊ
‐
稲
鍔
Ｆ

学
シ
・
”
》
燕

一

蕊豊箪嬢 鵜 蟻驫熱患憲璃

・羅脅;‘凝鱒戦鐵燃
蕊龍暑､：
恥舗冨く｡ "､蒸謹員卜

《
途
刻
下
，
悪
着
之
葬
壬

悪
方
蕊
似
壷
人
？
■
蕊

伏
蕊
殿
認
識
糒
誰
銭

悪
銭
錘
悪
塑
評
謝
誕

浅
葱
？
■
鏡
？
罎
篭
姿
奮
惑

胴
議
蕊
篭
爵
鶏

窺悪状悪全

職職蓋
塗
蕊
蕊
箪
隷
蕊
籍
蕊
意
蕊
蕊蕊

蕊

(目5オ）
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(目5ウ）

竃

I
と‐、

(目6ウ）
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矧〆
蝿

谷f澱§ 擬通懲蝋

:1
久
ケ

ス
ヶ

#＃ 蕊

１
１

段

騨
識

灘､蕊 唇
”鴬

聯
弼癖識 蟻

独誕蕊
蕊識

(目6オ）

I

畷

(1オ）
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霧鶴

ノ

:

(1ウ）

(2ウ）
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》

岬

叩

‐

‐

‐

榊
珂
伊
舗
噸
誹

口
据
上

錘
霊

津
澤

型
弱
〕
Ｊ
／

畦
卜
ｒ
》

鍼
＃
》
沖

溌
‐
‐

鞘
“
『
．
『

識
噸
詮
悪
騨
語

繩
蝿
輯
》
帯

、
‐
釘
強

蕊議箪議…謝癖



§

験；“

‐11一T

－－LOl－

(2オ）

(3オ）



！
可

(3ウ）

一

(4ウ）
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ザ

璽
葛
讓
募
巖
＃
算
箪
詮

凸
鯵
犠
“
，
溌
炉
建
羅
塞
逐
録
輝
悪
避
窪
謬
飼
珍
畢
幻
聴
厘
羅
ぞ

躬
奉
ヴ
タ
諺
と
宛
拳
参
壹
丞
ゆ
か
圦
噸
瞬
鬮
イ
毛
く
〃
濁
流

“
や
募
傘
少
ら
嬢
、
く
潔
赫
灌
鶏
綴
鍾
や
令
今
過
溌
巽
ざ
蕊

冷
知
惣
Ｉ
ふ
繭
塁
今
診
も
緯
蕊
謬
穆
難
皇
宅
も
沙
舞
瀧
懲
愈

関
く
鐵
啄
鼻
息
畠
鼠
亨
貴
蔚
湧
鼠

ク
，
畿
念
か
惹
恩
腰
イ
ヤ
く
ふ
〈
猿
働
小
で
も
塞
翠
玲
誤
第
滝
嘩

な
八
参
憲
尋
段
凄
嫁
個
須
沙
鍾
参
説
殿
堂
鍾
凝
翻
嘩
蟻
議
鐵
鍛

も
鰯
嫁
鍾
海
魔
蟻
安
箕
葎
窟
蕊
浸
象
符
篭
黛
資
蕊

次
命
令
彩
鎮
雰
踏
鈎
諏
岼
織
め
藤
必
騨
・
グ
ー
癒

蛎
澪
会
鯉
恋
唖
睡
が
負
、
溌
妃
Ｊ
、
癖
鍾
毎
忽
域
墾
形
舎
諺
可
ヨ
遡
密
含
妙
建

鷆
驚
議
蕊
龍
溌
溌

マ
ー
確
り
Ⅱ
４
１
Ｖ
‐
Ｉ
９
３
１
１
１
４
Ｔ
ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
ｑ
４
。
屯
０
佇
写
５
８
１
＃
１
ｆ
中
４
■
６
９
１
画
■
ひ
幻
、
け
再
‐
も
。
‐
胡
，
９
Ｊ
．
ゴ
ゾ
、

声
酔
函
雲
一
弄
瞬
》
厚
寺
錘
』
霊
園
二
心
轡
・
‐
“
“
“
謡
、
器
《
“
一
ゆ
《
》
一
函
壺
一
雨
齢
・
《

､

(4オ）

一

(5オ）
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、

(5ウ）

(6ウ）
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擬
膨
砕
ｒ
隠
隣
陣
ｒ
Ｉ
ｒ
Ｌ
Ｌ
ｌ
‐
Ｉ
‐
陰
鰯
膨
韓
漉
認
野
鰹
撚
嘘
秘
辨
静
艶
繁
や
準
胴
．
Ｂ
幸
一
ｆ
尾
隠
揮
善
詔
ず
、
酔
嚇
函
溢
騨
曝
我
恵
謬
争
悪
日
、
時
■
Ｉ
、
児
．
ｂ
６
■
甸
嘔
轆
騨
雑
撫
郵
蝿
駕
軒
罪
や

圖
鬘
３
奮
阜
：
劣
暮
露
蕊

羅
謡
こ
１
全
参
・
、
傘
列
の
一
二
鐸
琴
風
へ
母
禽
壽
鼻
迂
零
卿
の
織
り
囑
言
却

鍾
が
り
の
久
簿
博
凄
塞
頚
の
抵
鈴
豫
畢
今
誘
下
含
臓
鰯
蝉

イ
ヤ
龍
琢
惨
，
鋳
爽
綴
穆
冬
参
鐙
の
潭
傘
慰
み
忍
野
傘
尋
少
卦
唖
掘

爆
珍
Ｉ
含
嬢
議
蝿
ガ
ゼ
み
り
秦
ｒ
舜
瞬
嬢
函
銅
毒
雷
・
鈎
鰄

謝
蚤
鈴
尋
癖
瀞
”
鋤
塞
唾
雷
談
義
黛
一
録
呼
冬
珍
、
露
瞳
唾
尋
釦

鐵
蕊
易
豊
吟
今
詞
燭
響
素
篭
翼
義
参
罵
桑
鍾
溌
礎

箆
，
乞
雪
ん
の
迄
感
添
筵
ね
す
ゑ
傘
↓
鐙
渉
の
，
の
為
を
齢
霊
舞

蟻
塚
鴬
矛
喰
ヶ
久
渥
爵
２
嬰
喜
３
診
熟

・
譲
鼠
藍
？
胃
鼻
溌
冥
憲
珍
溌

欺
診
錘
甦
奮
患
う
の
噌
争
蕊
鶴
薮
騨
舎
鍾
堂

賦
幽
喀
翠
動
ぞ
ぺ
の
虹
鐸
筵
壷
疹
鄭
〈
の
畢
穆
ク
ク
篭
騨

曇
と
溢
久
手
段
癖
極
み
。
索
今
ィ
周
珍
心
屋
号
縁
ア
翻

》
犬
上
上
念
”
｜
ゞ
《
霧
黙
種
薙
雰

隠
話
諮
辱
鍵
夢
礎
麺
識
婦
鰯
鼠

岳
も
勺一

一
画
一
雨
函
詞
雨
《
釧
副
周
知
や
釦
‐
‐
‐
‐
‐
’
１
１
ｈ
…
！
Ｉ
・
’
抑
ｆ
ｉ
－
、
１
１
１
１
３

；
一
』
利

う
乳
亨
卜
嶺
、
織
釦

師

零蔚時

(6オ）

曾
§
識
繍
鶴
蕊
一
陰

排

(7オ）
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●

一
一
連
津
冷
謬
鼻
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訟
餓
閥
？
彬
履
謂
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寵
夛

看
鐵
エ
上
士
ロ

一
潅
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露
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写
苞
汐
や
蜜
”
唇
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瓜
ソ
イ
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鈴
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襲
グ
基
索
愛
、
Ｉ

『
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専
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町

一
袋
帯
＄
貸
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諏
総
嫁
ぎ
翰
遍
豊
謬
式
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一
ぞ
誇
疹
繩
顎
シ
零
億
壱
噸
錘
》
《
に
今
の
峰
ク
重
委
璋
フ
塞
霞
ふ
し
函
悶
悶
》
鑑
》

…
）
…

嗣
幽
四
”
諦
傷
鴎
や
彩
蕊
鍔
唇
鈴
鋼
讃
画
溌
鍾
壁
の
飼
い
誉
壷

身
更
奇
葬
鰹
認
容
り
わ
ふ
り
の
釦
鮴
錘
鐸
捗
笹
も
畠
か
今

寛
臺
琴
翼
予
と
ご
今
金
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烏
圀
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三

~

園
舎
釜

診
秀
霧
雰
添
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や
め
刺

h
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I
I
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一
角
／
農
鼠
累
令
笹
ゑ
ぁ
も
扱
嘗
憂
籠
陵
努
ヱ
ー

ロ
ー
；
を
分
も
息
？
尋

一
厩
幽
さ

都
ｗ
呼
ぶ
〈
電
（
聾
今
畷
（
”
く
ら
ン
詞
誰
善
錘
密
垂
一
、
卿
灘
《

累評｜鳥｜
イ

苓患：そ
－

~､.『．．巽
一一呈巽』_』 螺織灘"識

(8ウ）
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鱈
鐸
懲

、

ﾄ

ド

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
，
１
１
１

吾
》
・
臣
一
一

し
４
』
一一

置
曹
笛

謡

＝
I

‐ －－－

(8オ）

篭
も

311

識 ...…‐蛾:：｡,‘．‐．

1
王
守
巳
Ⅱ
４
二

'

し

(9オ）

1「ー弓

一上O／一



一

１

錘蓉＝篭＝萌出 一．…密■＝

塞転＝学『必＝勺学－．

参
毎
入
〈
γ
、
ぬ
う
の
気
玲
”
か
餐
勿
，
傘
参
竜
雨
脚
陶
山
鋤
演
彦
星
字
塾
ジ

； も
恒
久
一
」
童
六
と
参
あ
衆
ｌ
今
如
便
藍
の
く
き
豚
鍔
ぞ

う 繊内
の

今
内
の
鋸
毛
夕
泌
今
昌
の
琴
ろ
あ
霞
今
ウ
今
免
ａ
つ
ぐ
角
の
つ

I

台
の

の
ｍ
季

今
忽
少
妙
罫
匡

久 鼎
剴

一
二

〈
lⅦ
斑今

妙炎 Ｏ
ｑ
９
Ⅱ
４
８
１
１
８
１
１
１
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｄ
。
０

ジ合
一
主
達

以
司
Ａ
久
ワ
のを

孟・･ローー浄一．一一・，一＝

：
…

(9ウ）

轆
難

ﾛ,,

I ．

守･莚2塞唾.＝'“’』七一…津

識；の
有
菖方
§函

′

角

蕊久〉、
霊鼠

呈

久､

霊
．一

誓跡
曇り

■
一
■
■
謬
憲
慨
同
‐
１
１
！
」
Ｈ
］
鰯
鐸

鍾
潔
襖
菖
ろ
鍵
急
農
毒
６
隻
鯰
ハ
裁
く

炎
溌
２
：
響
鷺
う
り
肖
系
驚
箭
丁

ザ
ミ

セ
や
〃
負
と
易
鼎
罰
鷺
低
孝
零
が
む
な
ら
禿
苛
串
さ

声
醍
歩
の
せ
ル
ぶ
も
め
覇
／
諭
鬼
印
ウ
ネ
毛
掘
苓
今
閏
卿
塾
鍋
汽巽完

一

､~~司琴6汀出口

(10ウ）
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識議
塞章靖

-塁鋒拳

－－望二琵謹-罹
勇零--軒-

謹雪

‐
廓
灘
》
烈
繩
繍
灘
臓
餓
碓
聯
鮒
泌

口
１

＝,号_=尋晋需一一毛

あ
Ａ
士
官
Ｌ
、
い
ふ

雰
簿
鏑
掌
誕
謬
寝
ふ
イ
鐘
へ
祷
急
餅
患
十
万
糸
識
舞
舜

浦
人
ぢ
ふ
の
患
弗
笈
気
ぐ
め
辰
み
ず
も
の
鴫
瑠
必
擁
が
助
§

含
ケ
；
ら
ゑ
う
３
も
ル
鞭
ル
篭
傘

で
あ
ら
久
種
為
陶
幽
躯
猫
の
趨
拷
鍔
か
獄
鰯
竜
倉
認

よ
§
、

ゑ
ふ
臓
阿
蔓
小
繍
茅
忽
降
瞬
塞
雁
穆
啄
幽
妙
繭

彩
会
で
減
伊
褒
跳
を
丁
簡
漁
嘩
汽
の
２
憧
兇
収
嗜
の

雑
お
翰
霧
認
巌
余
琴
議
緬
と
や
家
蕊
沙
み
の
患
愁
震
謬
ふ
な

鯵
今
宏
縁
や
象
隼
夕
季
禽
乱
鐵
騒
』
み
ひ
篭
ふ
毒
ん
癖
欺
２
珍
今

厚
急
Ｉ
紅
顔
人
の
や
う
合
縁
迄
あ
く
め
ゑ
盈
涜
好
啄
鍾
一
簿
，

齢
沁
あ
ふ
う
分
与
計
公
毒
気
忽
謬
ふ
厩
鰯
幽
島
獣
郷
彦
診
勇

患
よ
の
渡
へ
令
影
確
含
魯
今
急
診
宝
噌
雨
圃

也
勿
翻
ご

オ
ー
ヤ
窪
辱
う
ゃ
惨
鋺
咳
へ
嬬
峯
癒
凝
》
２
齢
ワ
ゼ
ゆ
ん
今
認
慰
縄
蔚
塁
ぐ
尭

画
画
唾
匡
一
厘
壼
麺
》
雨
討
辨
劉
訓
引
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
型
叫
『
ｗ
癖
零
晦
睦
一
・

吟
鹿
〃
八
ノ
．
も
し
ｆ
ｏ
流

(10オ）

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
剖

一
（
質
る
う
苓
雨
泌
鬮
邑
吋
玄
易
、
鋤
訓
心
舜
謬
筵
予
診
蓉
予
唾
霧

惠
顯
窪
錘
か
舎
馨
も
蕩
尻
釣
の
が
ヅ
ハ
語
銅
陶
圃
凹
砿
巍
訟
経
蕊
グ

鈴
鮴
鶏
鰔
沁
貧
扇
鋒
埼
令
墨
憂
ダ
へ
癖
琴
盈
昏
穆
凝
誘
盗
琴
愛

あ
網
九
ヶ
皇
溺
顔
幽
緋
織
の
寝
ソ
蔦
議
嫁

鼠
；
ゞ

負
爾
濤
誉
ふ
き
箪
蕃
ふ
ゑ
緬
園
壱

３
息
脅
令
魚
函
幽
餅
曾
泳
劉
綴

賓
海
霧
戯
か
勧
穆
か
女
の
あ
き
嫉
謙
簿
や
墨
誇
豊
奄
哲

の
郷
鐸
鰯
鈴
へ
爵
鰯
包
言
綴
懲
鐘
ぷ
い
勇
象
毒
議
謬
蕊

２
つ
辱
島
７
彙
湯
蝿
一
寸
潅
総
セ
公
費
鷺
溌
雫

の
露
で
溌
跡
鋤
ふ
鍵
建
灘
暫
溌
嘩
の
蕊
萱
零
か
塗
鐡
診
驫
麓
》

鳶
愛
届
湛
鼠
麹
嚴
灸
習
急
澆
騒
豊

’
３
－

嗣
蜘
幽
綴
ず
れ
識
紗
勇
〃
ソ
ベ
の
曹
今
鯏
謡
為
一

驚

＄
ク
錘
穐
夕
〆
蒼
籟
錘
海
あ
時
典
愚
そ
う
一

ふ
ゑ
後
詞
騒
鎮

蕊
主
上
書
紳
藤
の
癖
密
酔
二

二
一
杢
垂
一
一
犀
》
唾
四
一
一
函
《
到
閏
函
却
浄
討
珂
「
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
１
僻
３
１
ｉ
↓
州
肘
、
罫
ｆ
宰
詫
心
罹
廻
曇
密
竪

－‐『、一－~－

(11オ）
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(11ウ）

醜
‐
ｙ
が
哩
乱

申
踊
紗
画
Ｐ
Ｌ
栩
・

域‘議蝋擬艤灘鶴灘繕鍵嬢

蕊
§蕊軍需‘§'典轄催

一難

(12ウ）
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(12オ）

ノ

(13オ）
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獄
，
＃
…
１
１

鐘隷 隣徹爵

や
４
茅
威
勢
え
農
家
漆
鍾
塾
雰
衛
彪

。
…
惣

会
す
勇
壁
扇
豊
漂
惨
紗
ゐ
ゆ
溌
災
の
瀞
今
蠣
（
’

・
〆
ふ
ふ
も
に

な
う
２
今
筵
診
擬
罵
騨
診
今
穆
瀦
武
蓄
の
蜜
の

か
鈎
琴
雪
烹
等
鼠
才
移
啄
方
劾
っ
サ
帝
’
ず

け
〃
の
め
の
め
疹
令
ぶ
診
久
マ
ク
ダ
蟻
お
入
忽
ぽ
ゑ
や
；
と
り
の

穴
鈴
く
や
通
参
り
少
あ
く
る
形
公
の
湯
秒
ら
歩
の
か
ふ
く

疎
惑
惨
く
泳
孤
気
が
；
八
薄
噂
リ
珍
今
筋
役
又
と

罵
濃
箸
噸
嚇
早
あ
く
宏
公
皇
曠
索
．
重
謂

吻
乞
紗
ク
ウ
会
せ
蛍
之
分
り
う
↓
ぅ
乞
剣
曽
搦
母
元

安
閑
力
試
や
う
昌
編
ね
易
ふ
ゑ
舞
詠
竹
富
ゲ
か
弧

珍
今
厩
固
伽
今
り
ぺ
葱
嫁
ぐ
挙
り
つ
ち
も
ィ
鼠
ら
揚

滋
の
と
毎
胃
さ
公
／
、

《
皇
椴
．
え
牝
‐

、

弾
郡

部

(13ウ）

綿
密
聯
、
‐
卜
ｑ
、

P闇

#,’灘

帯
生

え 一
ウ
か
塗
の
公
誉
易
形
へ
‐
＃
：

杢
上
久
縛
ゑ
ぶ
ト

ー
恩
芳
鉾
為
命
篝
胃
霧
維
溌
婆

夫
李
参
ｚ
彦
盆
’
た
牽
意
急
冨
と
錫
診
る
も
参
お
婁

易
う
夕
の
小
刀
掴
ユ
ふ
捻
鰄
潅
患
修
乙
と
石
弓
恋
ん

掌
き
あ
拶
栞
Ｉ
の
欺
録
辮
蛾
舞
穆
畠
置

か
ら
あ
の
一
誘
遜
買
望
受
ず
杉
驍
抄
の
鍵
河
グ
易
く
て
事
九

ね
灸
で
の
り
を
合
腐
瞬
回
奉
娚
呼
も
内
診
〆
琶
潅
筵
き
る

瀬
で
泌
今
今
沙
ふ
会
ぞ
渦
灘
以
や
？
わ
る
寓
今
矢
緬
今
ね
ぞ

龍
つ
・
や
霞
琢
〆
鵠
”
の
《
〈
と
錫
つ
く
漆
や
湯
や
ク
だ
く
の
か
《
ふ
い

垂
霧
秀
公
が
傘
杢
窒
鯵
鋳
ず
ら
姿
泓
富
惨
今
令
威
惣
泳
壱
盆

や
ヘ
ワ
勢
つ
う

屋
晨
僅
椛
１
１
１
脚
１
１
－
Ｈ
に

の
ら
か
り
毛

歩ざ、
p0‐■＝一画

、

、
、 超

(14ウ）
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聖‘”鋪鍛#職蝋！'1'‘"薮《

玉野種私』望2．

万
参
や
の
吟
』

副
大
上
上
吉
需
杢

鬮
盛
凌
篭
曇
り
亀
窒
零
今
分
に

頚
轡
祷
曾
て
覚
鼠
一
籟
斎

等
墨
フ
産
吻

奄
令
兵
殿
の
熱
織
弓
②
い
か
刀
知
事
餓
質
誇
曇

鍬
咳
窒
云
い
の
久
心
丸
子
●
伽
烏
蓉
や
？
，
妬
嗜
雰
喧
嗣
瞬
録
畷
綴
壱

与
り
生
や
〃
楡
琴
鈴
約
一
ろ
虞
鐸
挙
今
合
流
認
掴
穴
塞
』
令

、
革
八
對
小
》

と
星
淡

ら
ろ
の
べ
９
ケ
ぬ
く
角
の
畠
と
累
診
ａ
付
で
磯
か
分
を

さ
あ
会
と
め
ふ
み
會
雲

犀
昭
諦
鋼
の
の
皇
（
〉
ダ
ダ
雲
一
で
傘
塞
濯
に
一
読
ど
知
基
宥
桑
家
座
骨
か
一

方
蓄
の
麗
衞

乱
雷
Ｌ
』
少
睦
で
、

需
八
悲
必
参
勧
狐

鳶

蟇

:

2
＃
塵

の
あ
き
含
み
Ｉ

、

震
え
涜
季
上

ｔ

と
猿
罫
元

再早弓 ,伊戸廻擢 垂=罰筥.認, 三号一鍔

卜 .､処 ＝I＝－ 迅

(14オ）

厩、
#,"¥
|,卜

.$蝿

、 、

、 』エ

ェ里ニ

ー君…＝訴

雛鱗青
ﾐ

ｰ
ｰ

箪掻量

堯亭襄鼠
､侭l農-………蕊識合鐸f~露【哩町…竿卜金一華;_も,寺…i鴫

一…_土聖皇と』醇憩空蓉塞一“へ‘

~~~~~~~~~~~華啓一

一

渥 ミ

脅の

蕊
繁‘r-．蓉
壱夢

蕊
蕊

蕊
一

篭一

雷
働
易
畠
意
島
鼠
聯
脅
今
亀
喜
一

一
の
絶
事
わ
ゞ
ラ
賊
脚
か
喜
悔
』
の
通
り
例
の

挙
秒
い

．
．
‐
‐
Ｐ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
ｌ
‐
砧
‐
１
１
．
‐
１
．
ｐ
６
ｌ
６
・
・
、
卜
・
５
．
■
町
マ
ト
ｆ
日
Ⅱ
。
，
『
ｐ
五
・
皮
．
Ｋ
Ｉ

Ｊ
５
Ｂ
・
‐
刺
ひ
怪
堺
固
廿
６
０
可
？
咽
洞
矧
圃
笥
蓉
慣
懐

１
１

｜
の
曇
の
の
知
識
ん
煽
空
噸
幽
“
ら
ル
市
、
尋
雪
痴
で
ぬ
鴎
へ
画

二汐ご唖毒一躍こ…~……,

「

(15オ）

1戸八
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ｂ
１
毛
９
１

や

画

茸 一苧＝串萎一÷‐－

爾
陛
曇
喬
琴
の
Ｏ
か
験
睡
縁
方
が
恋
更
弓
令
ご
ル
ヲ
、
墨
潭
ふ
れ

擦
穿
…
易
＃
識
琴
管
辱
溌
抄
芸
零
之

湯
凌
乙

命
金
銅
喧
乞
莚
参
は
公
傷
竿
い
雷
の
こ
ぢ
カ
マ
９
遂
舜
必
琴
臺
耀
不

博
警
ら
為
農
鯵
の
台
魚
影
の
あ
ふ
乏
曇

珍
丙
侈
趣
§
ぞ
園
画
云
亨
含
や
易
象

；
・

辱
懇
転
身
の
諺
み
せ
ス
闇
瞬
回
診
も
く
皀
鋤
鋒
塁
壁
預

勺
含
言
一
入
詞
御
惨
彦
樋
ズ
ｚ
弔
今
罐
穫
ハ
霞
み
ど
汎
型

織
ケ
毎
房
と
す
久
訓
蝿
グ
の
姦
噌
上
参
与
の
灸
琴
辱
雲
り

蕊
き
ら
う
戯
戒
羅
向
覚
ぞ
お
Ｉ
織
り
９
も
学
寄
り
鶴

や
コ
ア
垂
言
、
７
小
ｖ
’
虹

ね
沙
塞
量
公
密
信
と
銭
今
を
み
。
宅
鳥
同
篭
焚
喜
多
》
忠

抵
妙
を
参
嬢
郷
も
零
必
需
一
懲
幽
毛
の
極
？
推
謬

■
囲
翻
疹
嘆
燭
河
貯
。
Ｉ
！
；
一
州
樫
■
■

上
上
士
画
へ
窪
篭
変
る
ｆ
，
へ

篭
咋
皖
膨
酔
駁
砺 訂一一…

－.乱

Ff

蕊:亀ノ
I

(15ウ）

＝
言一一一

P設骨

：
売
扇
詮
令
で
幹
毘
や
蓉
静
の
液
篭
潅
の
俺
甑
ぞ

吻

葱
づ
区
宅
鰄
こ
曲
象
久
壹
ゑ
み
，
小
感
鼠
搾
ざ
ぉ
々

あ
り
串
鬮
醐
函
鈎
琴
恋
勵
奄
入
国
溌
篭
冨
鋒
切
璽
袴
巳
．

｜
よ
く
尋
、
の
ａ
薇
一
〃
の
雲
今
ゑ
舞
扇
急
ど
丸
認
是
建
ひ

竃
亘
侭
α
宅
劣
４
屯
潅
鼻
や
簡
姦
〃
右
凰
が
冠
，
の
島
Ｅ

－
Ｚ
急
，
お
ち
寺
と
安
彦
易
暮
辱
潅
浄
ど
っ
さ
わ
諺
穿
譲

〃
，
帝
皇
欝
磐
巷
な
又
循
も
寄
篭
多
彩
”
零
隻
ぞ

鐘
ｒ
と
わ
入
め
セ
マ
旦
苛
Ｑ
ｎ
ｗ
わ
ま
多
う
の
分
謬
謬

ぶ
の
〃
で
こ
Ｉ
吃
つ
ぅ
念
う
ゑ
ヂ
ィ
の
擢
宍
鋒
唾
奪
溌
‐

諺
Ｉ
陰
に
亀
全
鍵
の
誘
い
と
Ｉ
之
鬼
タ
グ
？
園
幽

ろ
珍
夕
ね
余
嵩
わ
払
溜
貞
躍
辱
喧
ソ
鰯
鰯
も
鬮
念
墨

■
弁
堂

深＆

(16ウ）
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｜

ざ
令
一
二
亭

艶
平
山

宮

Ｌ

鋤
縄
》
ｆ
挫

刊
弱
呵
螺

…

頚
仁
督
か
り
爵
寸
お
の
曾
令
３
．
４
く
誌

貰
爵
育
噌
鳧
ぐ
誉
＃
尾
愚
呈
よ

雨
悶
肉
募
金
ヅ
セ
ニ
品
く
い
虫
鐙
霧
級
恥
包
ら
ア
急
函
圃
幽

潅
の
解
按
貿
乳
弗
競
惨
今
亨
ａ
熱
み
録
達
鋒

一

曇
競
像
碑
雲
い
緬
葎
零
馨
か
の
垂
脅
め
曇
鋳
婦
跨
蕊
鐸
易
少
誘
喀
鍾
一

の
叙
舜
呼
純
一
、
詞
鈴
国
鈴
歩
宝
つ
堅
乳
鐙
”
傘
へ
り
つ
髻
叺
勢
忽

星
の
ゑ
窃
気
ぞ
縁
今
鯉
の
坊
津
と
わ
ぐ
堆
急
穿
奪
ゆ
の

幸
湾
鱒
綴
易
ゅ
う
う
灰
僕
宅
シ
凋
急
囎
弓
ぞ
今
つ

お
屋
陰
ウ
、
蚕
死
束
‐
今
子
豚
閻
四
凰
声
』
患
挙
夕
ね
ヘ

セ
忠
ｏ
の
せ
〃
夢
う
ぎ
ョ
。

又
到
副
罷
‐
ｉ
‐
‐
１
１
画
鼎

凸

霧i

(16オ）

”
一
一

●
‐
‐
ｌ
》
、
価
半
生
雫

昨
唖

鞆
３
５
恥
Ｊ
３
１
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｐ
１
“
ｑ

陣::噸斌
卜IIP

‘鵜

嘩
ロロ

l

！，ト” 邑一

一
え
蛍
勇
八

；一
ざ
き
弘
一
久
妥
瓶
の
ふ
ぜ
蒙
砂

一
宅
夢
み
タ
鼠

一
瞬
關
瞬
内
需
を
少
穆
鐇
舞
謬
そ
わ
《
《
鐘
雇
の
牙
竺
桑
誤
冨
膨
の
一
ゞ

鳶
５
も
の
今
鐙
そ
め
皇
さ
良
二
ワ
ク
騨
發
醗
嬰
蕊

を
侭
イ
ヲ
裟
欺
ノ
、

《
孝
乞
絃
￥
｜
｜
：
｜
｜

■
犬
上
上
告
、
層
く
き
き

鯏
画
ウ
”
２
級
の
え
鯉
”
ご
ヴ
タ
の
録
炉
多
延
？

参
参
妃
で
〃
り
衆
Ｉ
ひ
め
く
み
も
４
く
に
急
恥
蚕
逐
今
ａ

つ
胃
ク
の
十
八
宕
八
念
〉
あ
ぶ
釣
り
か
ゆ
溢
冷
毎
乍
、
矛
七
国
銅
崩

焔
鉄
器
入
紘
失
心
溌
緯
確
り
ク
鼻
鼻
癖
り

一
一
電
鍵
《
副
劃
一
》
『
劃
一
朝
【
副
細
田
『
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
－
ｌ
Ｉ
Ⅱ
一
‐
戸
，
ニ
ゥ

！
1Ｉ

ろ
金
鉱
老
受
慾
謁
雷
全

|｜I〃
け
御
秀
で
一
一

今
参
の
傾

い
で
為
す
今

菫
才
雲
一

垂一
ゞ
．
‐
ま
ま

一価弦もh,…

－
９
弾
０
｜

(17オ）
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一
対

一
・

余》》
》
》
一
・
』

暁
吾
叱…

§

一

ー、

ゞI

．’
F今年

塵

を
心
奮
含
請

１
１
抄
Ｉ
‐
‐
叶
置
８
１
０
回
１
軸
１
１
円
．

(17ウ）

■

値 一皐呈イ

(18ウ）
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ヨ一一妾

宅
啓

二
＝

雷雲霊_卓

蕊

心
旧
Ｌ
ｎ
？
４
Ｒ
町
■
■
Ｄ
Ｄ
Ｒ
蓮
８
８
０
Ｆ
・
Ｂ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
ｆ
２
Ｉ
唖
承
ウ
Ｆ
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
０
Ｄ
９
３
Ｆ
６
５
ｂ
Ⅳ
１
日
牌
ｉ
Ｆ
ｉ

『
麗
怠
里
＃

蕊羅蕊蕊

1

1

好
可
＄

悪、
宮
や
辞
に
⑪

。
牛
・
繊
綴
陣

癌
軍 電孑炉‘

罐－－"

FY

蕊

(18オ）

一一、
1…一斉ﾏ卒'三

篝

Ｉ
罰

劃一

一
垂
一
一
一
一
雲

(19オ）
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閥
脚
涼
爵
嬢
馴
勤
令
失
の
鯵
涯
鴬
罷
今
気
曹

上灸
総
卜
傘
夕
も
一
レ
テ
伸
冨
の
矛
忽
な
負
う
俗
了
承

守
典
公
少
、
マ
〃
彦
今
ク
公
／
、

上
上
吉
鑑
呼
《
吟
人
身
い

圃
卿
四
忽
域
吾
謬
２
夏
診
〃
う
ク
の
吻
霞
懲
鍾
写
む
死

溌
蕊
側
溌
鰭
蕊

糸
終
鼻
鐸
写
、
で
こ
迄
グ
雀
琴
１
Ｊ
ハ
ツ
秘
勾
昏
言
謬
砿
蝿
謝
銚
沙
舜
今
溌

溌
か
忌
一

’

(19ウ）

帝もﾛ14

一一~静箪

■■■■■■■■■■■■

聯箪輝“琴‘蝿鰯:”

斎 荊

1
I

一
．
■
■
■
勺
■
■
■
■
■
ｌ
‐
‐
‐
Ⅸ

・
一
二
卓
，
堂
島
茸
葵
委
吾
毒
主
蕊
窪
挙
刹
剥
劉
割
誤
謬
爵
§
副
謝
料
呼
‐
妾
誰
」
湧
野
軒
《
・
鐘
§
曾
累
畷
‐
ｔ
独
騨
醗
曜
蝋
率
綴
借
時
陸
Ｆ
、
際
・
・
」
‐
‐
・
‐
伍
呈

‐
引
拍
２
‐
１
‐
‐
“
ｆ
制
暑
■
■
：
１
１
１
１
‐
Ｉ
脈
ｌ
隣
辮
脚
擬
醗
蝿
毒
圃
０
ｌ
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
１
１

卜
Ｉ
０
ｆ
Ｉ
Ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
９
Ｉ
Ｂ
３
Ｖ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
・

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｆ
Ｐ
ｌ

学や－冤苓熱‐2－－－F…

遼
苛
３
貿
窓
畠
？
彩
鷺
重
筵
＃

そ
窮
畠
雷
・
魚
脅
賞
圓
駕
湧

宏
鳥
幣
鳥
鴬
鼠
關
鼻
塁
皇

園
考
、
淡
言
？
毒
鷺
巌
畠
圖

遊
鷲
§
陽
軍
令
の
皇
乏
殖
刀
の

今
貿
か
ろ
鳥
＃
更
今
芭
２
碁
ク

：
雰
庸
ん
笈
蚕
画
？
と
：
↑
油
》

あ
の
ａ
身
鼠
妙
冒
啓
さ
係
り
ぢ
く
噛
謬
蕊
〃
一

常
…
一
↓Ｉ｜

、
人
廟
圏
倒
毒
箭
農
も
や
ず
、
含
夕
忽
窒
乃
読
琢
心
今
手
争
茄
Ｉ
上

；
…

，

』
』
臣
■
再
診
評
．

§
ﾛ?

や
_、

’

(20ウ）
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"，鐸､
が 》

》
》
一
『
』
’
一
壱
言
一
一

一
蕊
一
一
一
三
》

Z

１
１

■
雪
函
麺
詞
宮
蒙
婆
風

雪
卜
卿

灘≠~~－－－=－一‐蝉…鋤徽騒鴛零

(20オ）

(21オ）
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二
写
二
二
二
二
コ
二
一
弓
一
》
一
一
琶
吾
璋
唇
一
（
暦
〕
存
詞
Ⅷ
”
旧
測
量
揮
恥
啄
岬
胴
腿
鵬
哩

|鵜

－
１
』

悪
霊
露
睦
書
で
韓
誇
砦
雲

‘



！ §息

大
圭
吉
蘇
騨
鍬

嗣
國
｛
郷
鐸
鱈
の
胤
謬
３
湯
＄
鯵
の
海
人
く

あ
者
弓
鮴
飽
き
為
５
号
魚
勇
ノ
ネ
え
減
資
ろ

？
う
謝
鍾

の
痘
号
葱
鼠
盈
確
須
の
ふ
ず
電
庁
夕
鈴
漂
や
訣
の
ｚ
曇
琢
ず

か
ス
砂
ふ
み
ツ
今
閥
画
／
、
閤
鰯
画
き
公
ヅ
ゲ
裏
賢
含
ろ
号

あ
り
魚
み
る
４
画
託
笑
冨
く
や
壱
会
安
奪
と
垣
為
つ
三
や

…
…

毛
姉
秒
〃
含
ラ
鐙
哩

《
吟
多
曇
孫
遥
泳
ｉ
邪
，

剛
ら
営
電
男
今
鬮
喜

…
く

’

”
ｒ
ｆ
』 一篝

…

(21ウ）

鍵
蕊 鐸『X蕊1

2蘂‐‘”j錘画1’藤蕊篝
－や腸ﾛ唖一一

一
・
乗
．
”
割
鯵
“
ゞ
“
し
空
一
四
．
尋
ハ
９
『
三
八
〈
岬
》
ザ
。
Ｉ
｜
一
画
圏
二
口
』
“
●
一
．
一

燃
穰
曼
喜
書
き
藝
幕
園

乗
彰
う
き
ぐ
い
う
ぐ
や

貧
み
つ
も
乞
毒
あ
の
鰯
き
憂
玲
零
ふ
ゑ
徒
蕉
凌
建
窒
蜜
琴

２
．
．
，
．
１
１
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
１
Ｕ
Ｕ
ｌ
ｌ
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｆ
ト
ー
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
守
叩
Ｉ
１
１
４
ｆ
ｆ
Ｆ
ｆ
ｒ
Ｉ

．
１
１
１

l■■■■■■■■■■■

奉

毒 幸a

’錘

,＝烏一

(22ウ）
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鰐鍵灘鍵譲鍵蕊蕊鍵灘鶴綴蕊霞蔦

'湖

…
；

＃

(22オ）

薦
慰

凝
~“‐蕊：

議舞誉:撚総鰯蕊蕊溌鐵
蕊舞
丸ｱｰ子奉

､，､鍔霧ざ､

息癖： 孔U冒識一

審-笂

薄
噂
冨
ど
ふ
屋
騨
毒
毒
蚤
種
零
、
シ
含
賓
鰺
篭
摩
ク

｛
融
函
な
琴
夛
謬
砥
簿
・
の
錨
髭
妙
侭
請
麦
聖
鍾
彩
・
忽
謹
会
《

蕊

慰
叢
ざ
顧
鬮
イ
ヲ
浄
姦
盆
ア
ー
測

跨
‐
洲
Ｔ
Ｌ
令

今
款
穣
を
熟
退
泳

：
…
…
…

舜
盈
こ
の
毫
八
丁
諦
ぶ
ふ
琢
湧
瀞
や
や
の
り
侭
救
鰯
婁
蛋
彩

湯
今
疹
蓉
ソ
桑
宴
髭
琴
Ｆ
魚
麺
募
八
診
今
角
の
予
函
陶
画
鏡
垣
診

物
忽
会
恥
含
夢
毒
伶
声
元
溌
軍
瀕
歪
認
雍
燕
宝
姦
急
建
涜
澆
凄
溌
蕊
慾
雪

圏
…

嘗
葡
亀
や
竃
穆
忍
僅
慾
総
護
菱
珍
誉

、
私
《

患
令
惑
の
嫁
鼠
参
を
久
壁
壱
墓
参
隠
畷

窪
橇
罵
鐵
綴
碆
勿
碁
予
一
鬮
一
脅
雪
鏡
鏡
審
歸
訟
舞

盆
叉
今
認
守
や
も
学
酸
奪
や
参
溶
擁
冠
婆
電
●
（
髭
狩
窄
毒
尋
窓
溶
率
・
誕
蜜
〃

罰
、
《
局
鋒
奄
醒
叡
浄
、
呵
勺

‐
Ｊ
掛
気

酎
慧
篭
三
三
雪
三
宝
蕊

r
掌
一

一
韓
。
劉
司
剥
矧
噸
碗
剰
洲
詞
剥
到
異
剰
謝

(23オ）

1ワ1

－‐L/1－

1匁

輿

潟

窪
甜
呵
踊
角
訓

》
め
む
ワ
傘

熱



～．

叉

ｚ
侭
憾
１
１
１
屍
惇

’5

聖
嘩
際
膨
驍
睡
珪

(23ウ）

辮蕊蕊溌
認
函
癖
』
”
・
坐
矛
も
つ
２
名
４
Ｊ
‐
夢
‐
’
０
‐
も
漁
‐
“
ｊ
出
ｊ
伊
Ｊ
１
‐
ｊ
旬
ｌ
寺
１
７
ｆ
、
毎
『
ｌ
“
〃
Ｌ
〆
、
く
‐
よ
し
‐
１
回
〃
、

一

唖
蕊
識
遥
》

静
弘
‐
‐
‐
｜

灘驚蔦鵜蟻識
鍔4‘.『，．

''‘ :Ww薑・轍
#葵．，
蕊鷺’
‐鷺 鱗

奮
賓
γ
り
う
を
二
錬
謬
鋳
礎
録
潔
謬
令
盗
の
筵
今
く
室
難
鍾
雪
蕩
尋
舜
《

禰
翻
室
痔
夢
垣
如
も
診
と
奪
診
わ
ア
奮
努
辱
穐
訊
勇
溌
蕩

爵
剣

(24ウ）
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遍雰
試聴
需

篝?：
鞠＃
苧玲、‐

篭蕊雲
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蕊亀
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職
騒
》撚蒸

蝿舗嬢：
f蕊 0饗諒座り心

，
。
‐
‐
‐
ｉ
“
極
●
．
‐
・
員
摂
陽
席
‐
・
驚
撚
議
斗
穏
赫
懇
測
飛
地
椴
淵
＃
●
刃
伊
野
＃
鴎
Ｆ
恥
Ｉ
‐
！
‐
・
勝
Ｉ
；
●
″
Ｉ
心
勵
０
町
ｆ
ｒ
Ｌ
ｖ
・
‐
掴
‐
ｉ
Ｉ
旧
Ｉ

１
｝
Ｅ
、
‐
恥
炉
心
串
野
子
も
‐
．
。

咀
母
測
弾
職
藍
目
面
目
正
》
冒
晋
Ｂ
ｆ
Ｉ
ｆ
ｆ
Ｉ
毫
夢

(24オ）

一
冊
§
ｆ
；
’
０
．
号
、
、
．
！
‐
咽
‐
１
１
１
．
．
・
ロ
ｉ
‐
’
’

一
両
喧
■
■
属
偶
ト
ト
唖
眠
■
咽
旧
心
岬
旧
呼
喝
肥
は
腰

＃
蕊
・
・
．

↑
砧嬢

惣
鐸

蝉
〕
‐

綴罵 山
」
坪

一
面
聞
幽
さ
女
方
く
参
の
；
穆
易
；
も
溶
嫁
葬
砂
趣
騨

降
幽
■
■
で
ｂ
ｐ
岨
心
底
回
迅
祭
邑
Ｕ
Ｐ
ｇ
Ｆ
申
岫
岬
円
腸
、
碁
０
．
Ｌ
Ｕ
４
？
‐
グ
ャ
Ｇ
Ｔ
１
‐
口
‐

花
３
の
必
苛
：
爵
島
逓
懲
を
く
圖

著
寸
も
４
脅
島
く
を
イ

野
獄
騒
言
珍

上
上
壬
回

爾
鬮
魯
？
臭
忍
§
鼠
葺
為
参
為

一
象
騒
Ｚ
農
ダ
ワ
う
う
詞
卿
四
潅
屡
奴
認
訟
息
蕊
靴
鷲
浄
惑
瞬
鑑

爾
陶
セ
零
曾
箪
暴
？
息
壁
雰
息
憩ｆ

Ｉ

Ｂ
Ｐ
や

１
１
‐
い
‐
‐
Ｈ
１
‐
１
Ｊ
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
１
１
‐
１
Ｊ

I勝

f
聴議､

甕壼弱ゑ蕊癖
是晶里蒐呉季
匡彊＝繩劃雪廿

譲 蕊一雪辱芳令告
蕊 。口

画
Ｌ
［

言
二
室角Fご詞

(25オ）
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身
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』

I
立
日
言
名
ご
踞
一
罫
Ｆ
毎
藤
齢
圏

｢

(25ウ）

霊 ゞ”簔
の

魁

蓑

i
'零

(26ウ）
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漉
鱒
諭
浄
騨
陰
瀞
少
餓
今
、
謬
墜
イ

一
瀬
郷
凌
簸
錬
兇
溶
く
航
ゆ
め
戟
欝
陰
耀
蚤
種
謹

貴
鞠
喰
毒
臺
参
気
差

撒
ゞ
龍
禽

潅
〈
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